




研究目的:

　衛生統計書を一見すれば明らかなごとく,新生児期は生命の危険のもっとも

高い時期である。新生児期は死亡頻度が高いだけでなく,この時期の疾患は救

命し得ても後に障害を残す危険があり,心身障害児の発生予防という点からも,

もっとも重要な時期といえる。

　新生児に関する医療の最近の進歩は著しいものがあり,生命に対する危険が

高いと考えられる新生児(high risk infant 危急新生児)に対する intensive

care(集中強化医療)が積極的に取り入れられるようになってきた。


